
協定留学近況報告書 

記 入 日 2017年 10月 10日 

留 学 先 大 学 ネブラスカ大学オマハ校 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2017年8月－2017年12月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

一緒に行く方々とお互いわからないところを共有しながら準備しました。行ってみて、持ってこなくてもよかったものや、逆に

持ってくるべきだったものがわかったため、事前にルームメイトやハウジング担当の人に連絡して相談することをおすすめしま

す。授業に関しても、履修の相談に乗ってくれるアドバイザーの方に出国前に相談するといいと思います。 

 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：J1 申請先：アメリカ大使館 
ビザ取得所要日数：１週間以内 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：$160 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

面接予約確認書、DS-160 フォーム確認ページ、証明写真、DS2019 詳しくは米国大使館のホームページを見ればわか

ります 

 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

米国大使館のホームページの動画を見ながら申し込みを進めました。細かい字を読むより動画を見た方がわかりやすかっ

たです。 

 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

何を勉強するのか、どれくらい滞在するのか等ごく簡単な質問 

 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

早めに準備しておくに越したことはないです。入学許可証を受け取ったら即面接予約できるようにしておくといいと思います。 

 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

以前留学していたときに使用していたキャッシュパスポートにそのままチャージしました。携帯は日本で使っているものを

Wi-Fi のあるところで使うようにしています。外出時に不便を感じるので、事前に調べておくべきだったと思います。 

 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 デルタ航空 

航空券手配方法 STA トラベル 

大学最寄空港名 Eppley Airfield  現地到着時刻 18:54 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 30 分ほど 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

事前に登録すれば大学側に空港まで車で迎えに来てくれます。 

大学到着日 8 月 14日 19時半頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（4 人） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（現地の学生 2 名） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 渡航前に大学から DS-2019 と一緒に送られてきた書類に従ってインターネット上で申し込みしま

した。ホームページ上に書かれてあることと一緒に行く方々との情報交換で申し込みを進めていき

ました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

      

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 8 月 16 日〜8 月 18 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ Immigration Document のチェック、Health Care について、大学内の安全についてなど 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 8月 21日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

なし 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

ツベルクリンの予防接種がありました。オリエンテーションで説明があります。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

私は 1学期間の留学だったので開設していません。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入しませんでした。Wi-Fi がないとき多少不便ではありますが、半年以下だったので我慢しました。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（5月中旬頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（8月中旬頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

2000番台以上の授業は基本的に、Prerequisite という事前に 1000 番台の基礎教科をとっておかなければいけないという

条件があります。しかし、留学生は Permission Cord を貰えば Prerequisite を免除できます。また、Education Abroad 

Program Assistant の方に履修を大幅に変えたい意思を伝えたら、各教授にコンタクトをとっていただけました。授業にもより

ますが、Waitlist(キャンセル待ち)をしなくても履修できた授業もありました。 

 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

現地で変更可能ですが、人気授業はすぐクローズするので、出国前に Education Abroad Program Assistant の方に相談

することをお勧めします。 

 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                 

8:00 
起床・朝食 起床・朝食 起床・朝食 起床・朝食 起床・朝食             

9:00 
準備 準備 準備 準備 準備 起床・朝食 起床・朝食 

10:00 
準備 準備 準備 準備 準備 外出 外出 or 自習 

11:00 
授業 

11:00~12:15 

授業

11:30~12:45 

授業 

11:00~12:45 

授業

11:30~12:45 

日本語の授業

に参加 

       

12:00 
⇩昼食 ⇩ ⇩昼食 ⇩ 昼食        

13:00 
昼食 授業 

13:00~14:15 

昼食 授業 

13:00~14:15 

昼食             

14:00 
自習 ⇩ 自習 ⇩ 自由時間             

15:00 
自習 昼食 自習 自習 自由時間             

16:00 
自習 自習 自習 自習 自由時間             

17:00 
自習 自習 自習 自習 自由時間             

18:00 
自習 自習・軽食 自習 自習・軽食 Global Friends             

19:00 
帰宅・夕食 ジム 帰宅・夕食 ジム ⇩             

20:00 
自由時間 ジム 自由時間 ジム ⇩             

21:00 
自由時間 帰宅 自由時間 帰宅 ⇩             

22:00 
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間 帰宅・自由時間             

23:00 
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間 自由時間             

24:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

過去に行った先輩方が口を揃えてネブラスカは田舎と書いていたため、どんなところなのだろうと思いましたが、実際行って

みると、とても住みやすくて人もみんな親切で毎日日本に帰りたくないと思いながら生活しています。電車がないので、基本

的にバスや車での移動になります。車持ちの友達が何人かいたので、とてもラッキーです。授業に関しては、日本での中途

半端な勉強ではあてになりません。成績が期末レポート・テスト・出席で決まる日本とは違い、度重なる試験や課題の評価に

よって成績のステータスがどんどん変化します。悪い成績を取ってしまったときも、挽回できるので勉強に対するモチベーシ

ョンも上がりました。生活に関しては、大学周辺に遊ぶところがないので、ルームメイトとその友達と図書館で勉強したり、ジム

で運動したりと、積極的に英語に触れる機会を増やしています。今ではルームメイトとは親友と呼べるほど仲がいいです。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

 私は正直なところ「これを勉強したい」という具体的な考えがなく、計画書や面接もこじつけで非常に苦労しました。計画書

は特にネイティブの先生、日本人の先生、過去に留学していた先輩に何度もアドバイスをもらって書き直しました。また、GPA

と TOEFL はあとからではどうにもならないので、普段からコツコツ勉強していい成績をキープしておくことをおすすめします。あ

とは、面接で行きたい気持ちを伝えるだけです。 

 そして合格してからが本当の勝負だと思います。私は、合格してから気が緩んで英語の勉強をおろそかにしてしまい、留学

開始後に非常に後悔と苦労をしました。とにかく留学直前まで英語の勉強を徹底することを強くおすすめします。 

 私は、海外に行ってまで勉強したいことがなくこの留学の目的を何度も考えて悩んだりもしましたが、留学は学生時代にし

かできないことです。不安や準備不足だらけでしたが、ここに来てよかったと心から思いますし、ここに来てからいろんなことに

挑戦し挫折や葛藤も経験してきたので、心なしか人間的に強くなったような気もしています。海外に行ってまで勉強したいこ

とがない、と迷っている方も多いかと思いますが、絶対に行くべきです。何か今までの学生生活に変化を与える経験になる

かもしれません。まとまりがないですが、何かあったら連絡いただければと思います。 

 

 

 


